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平成17年2月に我が国第1例として確認されました変異型クロイツフェルト・ヤコブ病(vCJD) （※1）の患者の方
が、1990年に24日程度の英国滞在歴を有していたことから、平成17年6月1日より、1980年から1996年の間
（※2）に英国に1日以上滞在された方からの献血の制限を実施してまいりました。この措置は、予防的な観点に立っ
た暫定的なものとして実施され、新たな科学的知見が得られた場合や、血液の安定供給に重大な支障が生じた場合等
は、見直すものとされていました。
この措置に関し、平成21年度第3回薬事・食品衛生審議会血液事業部会運営委員会（平成21年12月10日開催）

において、改めて審議が行われ、
(1) vCJDの国内外での発生状況（※3）
(2) 数理モデルを用いたリスク評価の結果（※4）
(3) 諸外国での献血制限状況（※5）
(4) 血液製剤の供給状況（※6）
等にかんがみ、現在の制限を見直し、1980年から1996年の間に英国に通算1ヶ月以上滞在された方からの献血を
制限することが妥当である、との見解が得られ、今回見直しが行われることになりました。
（※1）変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）は、抑うつ、不安などの精神症状に始まり、発症から数年で死亡す

る難病です。原因は、牛海綿状脳症（BSE）に由来する感染性を有する異常プリオン蛋白と考えられており、感染経
路としてBSE牛の経口摂取や潜伏期間にあるvCJD感染者血液の輸血等が考えられています。

（※2）BSEの原因といわれる肉骨粉が英国で使用され始めた時期が1980年とされています。また、英国での牛の危険部
位の流通規制が徹底されたのが1996年であることから、1980年から1996年までの英国は、それ以外の時期より
もvCJDに感染するリスクが相対的に高い時期にあったと考えられます。

（※3）平成17年2月に国内第1例となる患者の方が確認されて以降、約5年間、我が国で新たなvCJD患者は確認されて
おらず、また、これまで170の確定又は疑い例が確認されている英国においても、2008年は1例、2009年は2例
が確認されたのみで、すでに発生のピークは過ぎたと考えられています。

（※4）理論上、2007（平成19）年までに我が国で発生する英国滞在由来のvCJD患者は0．06人と推計され、2005
（平成17）年に1名が確認されたことを踏まえると、今後もう1名の患者が発生する可能性は極めて低く、また、献
血に起因するvCJDの感染拡大のリスクは極めて小さいことが示されました。

（※5）主要先進国における英国滞在歴に係る献血制限は、1980年から1996年までの通算滞在期間として、カナダ・ケ
ベック州で1ヶ月以上、アメリカ、カナダ（ケベック州を除く）で3ヶ月以上、ドイツ、イタリア、オーストラリア
で6ヶ月以上、フランスで1年以上なっています。

（※6）毎年冬に血液の供給量は厳しくなりますが、今年度は新型インフルエンザの流行と相まって、血液の安定供給に支
障が生じる恐れが例年以上に高く、一方で、献血制限を1ヶ月緩和すると、年間延べ約20万人の献血者（全献血者の
約4％）の増加が期待されることが示されました。

A

平成17年2月に国内において変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）患者が確認されたことを受け、予防的
かつ暫定的な措置として、平成17年6月1日より、1980年から1996年の間に英国に1日以上滞在された方からの
献血を御遠慮いただいて参りました。
今般、平成21年度第3回薬事・食品衛生審議会血液事業部会運営委員会（平成21年12月10日開催）での審議結

果を踏まえ、平成22年1月27日より、当該措置を見直し、同期間に英国に通算1ヶ月以上滞在された方からの献血を
御遠慮いただくこととなりました。
また、この見直しの考え方を御理解いただくため、厚生労働省では以下のとおりQ＆Aを作成しております。

平成21年度第3回薬事・食品衛生審議会血液事業部会運営委員会（平成21年12月10日開催）において、献血
に起因するvCJDの感染拡大のリスクは極めて小さいことが示されましたが、
(1) 現在の科学水準では、リスクが完全にゼロであるとは言い切れないこと、
(2) 通算1ヶ月以上滞在された方からの献血の制限を行うことで、理論上、75％以上の相対的残存リスクを低減する
ことが可能であること、
(3) 主要先進国においても現在英国滞在歴に係る献血制限が実施されており、我が国に次いで厳しいカナダ・ケベッ
ク州の基準が通算1ヶ月であること、
等を踏まえ、今般、1980年から1996年の間に通算1ヶ月以上英国に滞在された方について、献血を御遠慮いただ
くことになりました。

なぜ、1980年から1996年の間に通算1ヶ月以上英国に滞在された方について献血制限を行うのですか。Q2

A

なぜ、今回献血制限を見直したのですか。Q1
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1ヶ月以上とは31日以上であり、1980年から1996年の間の英国滞在歴が通算30日以内の方は、献血制限の対象で
はありません。

1ヶ月とは、30日ですか、それとも、31日ですか。Q3

A

ヒトでのvCJD及び牛での牛海綿状脳症（BSE）の発生状況等を踏まえ、英国に加え、以下の表に掲げる外国滞在歴を
有する方からの献血制限を実施しております。

英国以外の国での滞在歴について、献血制限はないのですか。Q5

A

外国滞在歴に係る献血制限は、vCJDが血液により感染する可能性が指摘されている一方、採血時のスクリーニング検
査等の方法で血液から迅速に病原体である異常プリオン蛋白を検出することが現在の科学水準において困難であり、また、
血液製剤の製造工程で異常プリオン蛋白を完全に不活化・除去する方法が開発されていない状況にかんがみ、予防的措置
として実施されているものです。
今後、新たな科学的知見が得られた場合や、血液の安定供給に重大な支障が生じた場合等は、見直されることが想定さ

れます。

今後献血制限が見直される予定はありますか。Q6

A

ヒトでのvCJD及び牛での牛海綿状脳症（BSE）の発生状況等を踏まえ、英国に加え、以下の表に掲げる外国滞在歴を
有する方からの献血制限を実施しております。

英国以外の国での滞在歴について、献血制限はないのですか。Q4

A

 

滞在国 通算滞在歴 滞在時期 

（注1）Bに掲げる国の滞在歴を計算する際には、Aに掲げる国の滞在歴を加算するものとする。 

英国 

 

 

 

アイルランド、イタリア、オランダ、スペイン、ドイツ、

フランス、ベルギー、ポルトガル、サウジアラビア 

スイス 

オーストリア、ギリシャ、スウェーデン、デンマーク、

フィンランド、ルクセンブルグ 

アイスランド、アルバニア、アンドラ、クロアチア、

サンマリノ、スロバキア、スロベニア、セルビア、モ

ンテネグロ、チェコ、バチカン、ハンガリー、ブルガ

リア、ポーランド、ボスニア・ヘルツェゴビナ、マケ

ドニア、マルタ、モナコ、ノルウェー、リヒテンシュタ

イン、ルーマニア 
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